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築
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(1) 

日
本
医
療
団
か
ら

県
立
泊
病
院

そ
れ
か
ら

組
合
立
泊
病
院
に

そ
し
て

町
立
泊
病
院
ノ＼

新

川

地

区

唯
一
の

総
合
病
院
と
し
て

新
築
成
っ
た

町
立
泊
病
院

。朝日町の人口統計調査

。晴れの受彰

。山のj国難と山火事防止

。論文と町花町木の募集

。文化財読本の発刊

。柳田遺跡の発楓はじまる

。アメ リカシロヒトリの退治

。青年国内研修謬加者募集

。体協だより

oftl剣道スポーツ少年団できる

つ勤労青少年ホームで診る

。ふるさとの家募集
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過

疎

現

象

ゆるやかな下降線をえがく 3

昭和48年度

朝日町

世需数｜山首えなガら

1 
。

総

人

口

昭
和
四
十
八
年
十
月

一
日
現
在

の
朝
日
町
の
人
口
は
、

一
八
、
九

二
六
人
で
、
前
年
よ
り
八
七
人

（0
・
四
六
%
）
昭
和
四
十
五
年

国
勢
調
査
時
よ
り
三
八
五
人
ハ
一

・
九
九
%
）
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し

て
い
る
。
。

男
女
別
人
口

男
女
別
人
口
で
は
依
然
と
し
て
女
が
多

い
。
総
人
口一

八
、
九
二
六
人
の
う
ち
、

男
が
八
、

一
七

一
八
人
（
構
成
比
、
四
六

．
一
%
）
、
女
一
O
、
二
O
八
人
（
同
五

三
・
九
%
）
で
、
田
町
は
女
に
比
べ
て
一
、

四
九
O
人
少
な
い
。

こ
れ
を
前
年
の
男
八
、
七
四
二
人
〈
同

四
六
・
O
M
W
）
女
一
O
、

二
七
一
人
（
同

五
四

・
O
%
）
と
比
べ
る
と
、
男
は
二
四

(1 O月1巴現在〉

人口統計調査
人
（

0
・
二
八
%
）
女
は
六
三
人
（
0
・

六
二
%
）
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。

文
、
男
女
の
比
率
を
み
る
と
、
女
一
O

O
人
に
対
し
、
男
八
五

・
四
O
人
と
な
り

前
年
〈
八
五

・
一
一
人
）
に
比
べ
て

0
・

二
九
人
増
加
し
て
い
る
が
県
平
均
九
二

・

三
四
人
と
比
べ
る
と
大
き
く
下
ま
わ
っ
て

し
る
。

e
年
令
別
人
口

年
令
別
（
三
区
分
〉
人
口
構
成
で
み
る

と
、
幼
年
人
口
（
O
l
一
回
才
）
四
、
O

八
O
人
、
生
産
年
令
人
口
（

一
五
i
六
四

才
）
一

一一、
七
四
三
人
、
老
年
人
口
（
六

五
才
以
上
）
二
、
一
O
三
人
と
な
り
、
前

年
に
比
べ
、
幼
年
人
口
八
六
人
減
（
二
・

0
六
%
）
、
生
産
年
令
人
口
七
O
人
減

（
0
・
五
五
%
）
、
老
年
人
口
六
九
人
増

全
一・

三
九
%
）
と
な
っ
た
。

2
 
G
自
然
動
態

今
回
調
査
の
出
生
数
は
、

二
四
八
人
で

男
女
別
で
は
、
男
児
一

二
七
人
、
女
児
一

二
一
人
で
あ
る
が
、
前
年
の
二
九
八
人

（男

一
六
八
人
、
女
一
三
O
人
）
を
い
ず

れ
も
下
回
っ
た
の

死
亡
数
は
、
二
ハ

一
人
で
男
八
二
人
、

女
七
九
人
で
い
ず
れ
も
前
年
の
一
七
O
人

（
男
八
八
人
、
女
八
二
人
）
を
わ
ず
か
な

が
ら
下
回
っ
た
。

。

社
会
動
態

、今
回
調
査
で
、
は
、
転
入
者
総
数
、
七
五

二
人
（
闘
力
三
七
九
人
、
女
三
七
三
人
）
転

出
者
総
数
、
九
二
六
人
（
男
、
四
四
八

人
、
女
、
四
七
八
人
）
差
引
一
七
四
人
の

転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
前
年
の
転
入
六
七
O
人
（
男
一
一
一

O
八
人
、
女
コ
一
六
二
人
）
転
出
九
四
八
人

（男
四
六
八
人
、
女
四
八
O
人
）
諜
引
二

七
八
人
の
転
出
超
過
と
比
べ
る
と
、
転
入

の
伸
び
が
注
目
さ
れ
る
。

転
出
入
を
5
才
階
級
別
で
み
る
と
、

二

O
才
J
二
四
才
が
転
出
入
と
も
第
一
位

で
、
全
体
の
三
O
%
強
を
占
め
、
次
い
で

一
五

t
一
九
才
、
二
五

t
二
九
才
の
順
で

者
年
層
の
転
出
入
が
激
し
い
。

3 
世

帯

数

世
待
総
数
は
四
、
八
五
回
で
前
年
に
比

べ、

三
O
世
帯
0
・
六
%
の
地
加
と
な
っ

た
。
こ
の
結
巣
、

一
世
帯
あ
た
り
の
平
均

世
帯
人
員
は
、
一
二

・
九
O
人
と
な
り
、
前

年
（
一一
了
九
四
人
）
を

0
・
0
四
人
下
回

り
、
県
平
均
の
四

・
O
四
人
を
大
き
く
下

回
ゥ
て
い
る
。

人
口
が
減
少
し
て
い
る
反
面
、
世
帯
数

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
平
均
位

以
市
人
員
の
減
少
は
今
後
も
続
く
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
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動態

入 ｜転出
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動態の推移
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朝
日
町
羽
入
の
電
気
器
具
修
理
業
仙
名

清
夫
さ
ん
（
四
一一
一）
は
、
四
月
三
十
日
、

東
京
、
文
京
公
会
堂
で
聞
か
れ
た
、
第
二

ナ
四
回
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
で
悶
れ
の

厚
生
大
臣
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
＝
一
年
生
の
と
き
感
W
也
事
故
に
避

オ；。
F
3
4
1
早

~ 

出
の
選
畿
を
除
、ざ
ま
し
ょ
う

A
E
山

i
l
山
菜
ζ

り

~ 

(3i 

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

勲
五
等
瑞
宝
立
の
栄
に
姉
く
二
氏

春

4・・....... 
ひさあ報

昭和32.!E8月8白 ー

・tff3積郵便物認可 .............・・..... 1ム；

仙

名
：三盆
J円

夫

さ

i享

生

大

臣

－

第

二

十

四

回

身

体

障

害

者

福

祉

大

会

．

賞
の

叙

勲

L.¥: 官達大氏箆熊久

ん
ぃ
、
両
手
を
一周
か
ら
切
断
し
た
仙
名
さ
ん

は
、
「
両
手
が
だ
め
な
ら
両
足
が
ら
る
」

と
、
小
さ
い
頃
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た

電
気
技
術
で
身
を
立
て
よ
う
と
、
東
京
の

身
障
者
更
生
セ
ン
タ
ー
で
こ
れ
を
学
び
、

今
日
立
派
に
自
立
さ
れ
ま
し
た
。

問
迷
っ
た
時
は
、
一
光
の
道
ま
で
引
返
す

か
、
み
だ
り
に
動
か
な
い
。

仰
い
つ
も
六

t
七
分
の

カ
で
行
動
す

る。

悶
い
つ
の
場
合
で
も
舷
装
備
は
九
州
と

、ノ。山
火
事
に
は

特
に
注
意
を

山
菜
取
り
や
ハ
イ
キ

ン
グ
の
γ

l
ズ
ン

と
な
り
入
山
す
る
機
会
も
多
く
な
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
と
も
な
い
山
火

事
の
発
生
が
多
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し

た。
今
ま
で
の
山
火
事
d

の
例
を
見
ま
す
と
、

入
山
者
の
ち
ょ
っ
と
の
不
注
意
が
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

山
へ
入

っ
て
「
た

ば

こ

」
や
火
を
使

っ
た
な
ら
ば
あ
と
始
末
を
き
ち
ん
と
行
い

吐
ま
？
レ
よ
円
ノ
。

ま
た
山
林
に
火
入
れ
す
る
場
合
は
付
近

に
延
焼
し
な
い
よ
う
、
消
火
準
備
及
び
前

も
っ
て
防
火
世
慨
を
作
る
な
ど
の
処
置
を
し

て
山
火
事
発
生
防
正
に
心
が
け
て
下
さ

、。、UV
な
お
野
外
火
を
す
る
と
さ
は
事
前
に
消

防
署
へ
連
絡
し
な
同
り
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
む

火
事
と
救
急
は

局
番
な
し
一
一
九
番

一
般
問
い
合
わ
せ
は

一一一
l
O
O九
番
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－
発
表

町
政

一
十
周
年
記
念

論
文
と

町
花

町
木
の
募
集

奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

斗

こ
と
し
は
朝
日
町
が
誕
生
し
て
か
ら
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
朝
日
町

一

ι

で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
町
の
将
来
在
日
ざ
す

「
論
文
」
と
、
町
を
表
徴
す

一

－
る
「
町
の
木
、
町
の
花
」
を
次
の
要
釦
に
よ
り
阜
県
し
ま
ず
か
ら
伝
っ
て
応

一

戸
諒
し
て
く
だ
さ
い
。

一

’ffi"225＂＇！・・ …日

一、
E企匙

員間

文

論
題

ト
躍
進
す
る
朝
日
町

2
朝
日
町
に
期
待
す
る
も
の

1
朝
日
町
の
未
来
図

そ
の
他
発
展
す
る
朝
日
町
を
論
ず
る
も

の
で
あ
れ
ば
よ
い
。

－
応
募
資
裕

朝
日
町
在
住
者

一
般
の
部
中
学
窓
業
以
上
の
者

中
学
生
の
部

別
途
要
項
を
送
付

・
応
募
用
紙

・
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

一
O
枚
以
内

－
K
て
書
き
、
題
名
の
下
に
住
所
氏
名

を
明
記

－
送
付
先

朝
日
町
役
場
総
務
課
論
文
募
集
係

・
締
切
り

六
月
二
十
日

－
審
査

町
が
委
嘱
す
る
審
査
員
に
よ
っ

て
審
査
す
る

一
般
の
部

一
席
賞
金
二
万

円

一

名

二

席

賞

金

五

千

円

若
干
名

中
学
生
の
部

入
選
、
記
念
品
、
若
干
名

七
月
号
「
あ
さ
ひ
」
に
発
表
し

入
選
者
に
阻
燦
通
知
す
る
。

ひさ報一一一ー・・ あ
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賞

一一、

「
町
の
木
、
町
の
花
」

・
町
民
に
親
し
ま
れ
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

－
応
募
資
椅

朝
日
町
在
住
者

．
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
町
の
花
、

0
0
0

町
の
木
、

0
00
と
書
き
、
え
ら
ん

だ
理
由
を
簡
単
に
書
く
。

住
所
氏
名
を
明
記
し
、

一
人
一
枚
各

て白
川
に
限
る
。

－
締
切
り

六
月
十
日

・
送
付
先

朝
日
町
役
場
総
務
課
「
町
の

花
、
町
の
木
」

係

町
が
委
唱
す
る
選
定
委
員
に

よ
り
決
定
す
る
。

本
誌
七
月
号
紙
上

選

定

発

表朝
日
町
二
十
周
年
記
念

美
術
展

一
般
応
募
作
品
の
大
き

さ
に
つ
い

て
場

四
叫
月
号
広
報
に
発
表
し
ま
し
た
美
術
凪

掠
集
作
品
の
大
き
さ
は
、

絵
画
、

彫
刻
、

復
、
と
も
す
べ
て
大
き

さ
は
自
由
と
訂
正
し
ま
す
。

－
ど
う
か
が
削
っ
て
応
募
し
て
く
．たさ
い
。

鍋 鶴
組l工史の冒IJ読本

朝 日 町の 文 化財

とき る

県内Cfd:初めて －

市

朝
日
町
教
丹
香
μ
A
A
明、
は
、
附
和
問
十

…
七

t
問
ト
八
年
の
二
か
年
に
わ
た

っ
て
、

一
一
同
の
文
化
財
紛
争
峨
モ
デ
ル
地
は
の
指
定
を

吋
受
け
、
い
ろ
い
ろ
な
広
報
活
動
ゃ
、

学
内

一
活
動
に
関
す
る
行
事
を
実
施
し
て
き
ま
し

一
た
が
、
こ
れ
と
と
も
に
、
小
中
学
校
の
数

一
材
を
兼
ね
た
郷
土
の
文
化
財
資
料
の
編
さ

九
ん
を
計
画
し
、
文
化
財
刺
殺
委
員
会
が
中

市
心
に
な
っ
て
活
字
し
、
こ
の
ほ
ど
り
っ
ぱ

刊
な
本
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

V

こ
の
本
の
内
容
は
、

郷
土
に
お
け
る
、

九
圏
、
県
、
町
の
指
定
し
た
文
化
財
を
中
心

点
に
、
未
指
定
の
も
の
も
含
め
℃
二
十
数
ぺ

日

l

ジ
、
七
十
六
点
の
史
跡
、民
俗
資
料
、記

｝
念
物
、
埋
旗
文
化
財
に
つ
い
て
平
易
に
く

内
わ
し
く
写
真
入
り
で
解
説
し
た
も
の
で
、

一
既
に
四
月
か
ら
誌
の
小
中
学
校
に
配
布

一K

町

二

』
・．
－e

・
9

・

2

E

’

a

・4

h

q
i
i

f

歌
山
一

5
t
f
f
e
j

．・－一・
A
h
a

姐
調
緬

さ
れ
、
社
会
科
の
副
読
本
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

文
化
財
読
本
と
し
て
、

小
中
学
校
の
数
材
用
に
出
服
さ
れ
た
の
は

県
下
で
も
初
め
て
で
、
全
国
的
に
も
数
少

な
く
、
関
係
者
か
ら
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
て

い
ま
す
。
な
お
こ
の
本
は
非
売
品
で
す
が

希
望
者
に
は
笑
資
三
百
円
で
お
わ
け
し
て

い
ま
す
。

八
写
日
・は
で
き
あ
が
っ
た

丈
化
財
読
本
V

mm
柳
田
遺
跡

発
掘
始
ま
る

後

ー

縄

文

遺

跡

｜

朝
日
町
で
は
、

一
昨
年
以
来
下
山
新
法

跡
や
、
日
本
最
大
の
住
居
跡
と
言
わ
れ
る

不
動
堂
遺
跡
の
発
掘
な
ど
、
縄
文
時
代
の

住
居
跡
が
珍
ら
し
い
多
く
の
出
十
品
と
共

に
発
掘
さ
れ
、
全
国
的
な
注
呂
を
出
び
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
は
こ
れ
に
引
き
続
い

て
、
｛
県
の
事
業
と
し
て
柳
田
地
区
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
四
月
十

んハ日
か
ら
、
例
問
地
区
、
一
火
香
寺
北
方
約

十
町
歩
（
九
千
九
百
対
）
の
範
囲
に
わ
た

る
試
姻
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

同
地
氏
は
、
家
屋
の
新
築
や
開
懇
の
と

き
・な
と
多
く
の
出
土
山田
が
発
見
ぎ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
下
山
新
や
、
不
動
堂
遮

跡
な
ど
の
一

連
の
純
文
遺
跡
が
即
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
子
恕
さ
れ
、

今
後
の
木
桁

的
な
制
貨
に
期
待
が
術
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
同
地
区
の
川
場
盤
側
引
業
史
純
と
の

関
連
か
ら
、
概
ね
五
月
末
ま
で
に
発
掘
調

査
が
終
わ
る
予
定
で
す
。

八
写
真
は
発
掘
状
況
V

(4) 

相
談
ご
と
ご
案
内

マ
行
政
相
談

G 
時

毎
月
第

一
火
曜
日

午
前
十
時

1
午
後
三
時

間
宿
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
人
権
伝
律
相
談

口
H

時

va月
＝
十
一
円

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場

所

朝

日
町
福
紙
セ
ン
タ

ー

マ
心
配
ご
と
柑
談

日
時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時

t
作
後
三
時

朝
日
町
同
社
セ
ン
タ

ー

T
E
L
T
一jO
Z
七
兆

場
所
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精神薄弱児者に

療育手帳制度が

できま

ノ＼

福

祉

の

窓
口

！
 

物
銅
山
の
加

入

手

続

き

は

b
す

み

で

す

か

しTこ

県
で
は
精
神
薄
弱
児
に
対
し

て
探
育
手
帳
を
交
付
し
、
各
種

の
股
助
締
慨
を
う
け
や
す
く
す

る
た
め
の
新
し
い
制
度
を
つ
く

り
ま
し
た
。

重
度
（
知
能
指
数
三
十
五
以

下）

の
方
は
昭
和
四
十
九
年
十

月
か
ら
医
療
費
が
無
料
と
な
り

ま
す
の
で
六
月
中
に
手
帳
申
請

の
手
続
き
を
と
っ
て

く
だ
さ

い
。
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
の
奥
機
方
、
国
民
年
金
に
は
、

希
望
加
入
（
任
意
加
入
）
と
い
う
し
く
み

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
ね
、
国
民
年

金
制
度
も
年
ご
と
に
改
正
さ
れ
、
年
金
額

も
大
巾
に
引
き
ム
げ
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し

た。
ま
た
、
今
日
の
よ
う
に
日
培
し
に
物
価

が
上
昇
し
て
き
ま
す
と
、
年
金
額
も
そ
れ

に
見
合
っ
て
期
制
す
る
と
い
う
ス
ラ
イ
ド

制
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

「
老
後
は
主
人
の
年
金
で
：
；
：
：
・
」
と

お
考
え
の
奥
様
、
あ
な
た
自
身
の
名
前
で

年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
業
附
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か。

早
速
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
、
将
来

は
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
老
令
年

金
を
一
千
に
、
明
る
い
老
後
を
暮
ら
せ
る
よ

う
準
備
な
さ
っ
て
く
だ
さ
レ
。

老
令
年
金
の
他
に
、
不
幸
に
し
て
病
気

や
ケ
が
を
さ
れ
た
場
合
は
障
害
年
金
が
、

ま
た
ご
主
人
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
は
一
厚
生
年
金
に
あ
わ
せ
て
、
母
子
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す。

一
林
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
も
あ
り
ま

す
。掛
金
は

一
カ
バ
、
九

O
O円
で
す。

さ
あ
、
A
r
す
ぐ
加
入
手
続
長
C

を
い
た
し

ま
し
ょ
・コ。

町
役
場
の
国
民
年
金
係
で
は
、
あ
な
た

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

富山県児童愛護

手当制度が

廃止になりました。

。
県
で
は
今
ま
で
官

山
県
児
蛍
監
護
手
当

制
皮
を
実
地
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
国
で

そ
れ
に
代
わ
る
児
童

手
当
制
度
を
実
施
し

た
の
で
、
こ
の
制
度

は
昭
和
四
十
九
年
三

月
三
十
一
日
で
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。。

！交通安全｜

通安全塔

藤田

越間

地区

利一氏一
寄贈

紀夫氏

柳田

．」』．

3と

巻
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
四

月
十
日
、
大
家
庄
の
柳
田
地
内
小
川
橋
詰

め
三
道
路
わ
き
に
交
通
事
故
で
家
族
を

失
っ
た
遺
政
の
祈
り
を
こ
め
た
交
通
安
全

以
口
が
完
成
し
ま
し
た
。

“ 緑の大敵ω
アメリカシロヒトり を

退治しよう

大
切
な
尚
路
樹
、
佐

木
等
在
喰
い
あ
ら
す
ア

メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
を

退
治
し
、
美
し
い
緑
を

守
り
ま
し
ょ
う。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
の
成
虫
は
白
い
蛾
で

す。
こ
の
密
虫
は
一
年
に

二
回
発
生
し
、
幼
虫
は

こ
の
交
通
安
全
塔
は
、
三
枚
縫
の
藤
田

利

一
さ
ん
（
刊
）
と、

道
下
の
M

担
問
紀
夫
さ

ん
（
お
）
の
務
聞
に
よ
り
、

建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
藤
凹
さ
ん
は
昨
年
十
月
父
殺
を
交

通
事
政
で
失
レ
、
そ
の
悲
惨
さ
を
身
を
も

ウ
て
思
レ
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
こ

の
体
験
か
ら
交
通
事
故
絶
滅
の
一
助
に
と

町
交
通
対
策
協
議
会
へ
十
万
円
を
寄
付
さ

れ
た
も
の
で
、
町
で
は
そ
の
用
途
に
つ
い

て
関
係
者
協
議
の
結
果
、
藤
田
さ
ん
の
気

持
ち
を
く
ん
で
、
事
故
現
場
に
交
通
安
全

塔
令
建
立
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
業
者
の

越
間
鉄
ぶ
所
へ
製
作
、
工
事
費
等
の
相
談

を
し
た
と
こ
ろ
、
越
閉
さ
ん
も
一
昨
年
、

当
時
一

才
の
長
男
を
失
っ
て
お
り
こ
の
話

に
共
鳴
、
自
分
も
十
万
円
を
寄
付
し
て
、

写
真
の
よ
う
な
立
派
な
交

通
安
全
港
の
完
成
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

運
転
車
も
歩
行
者
も
、

こ
の
安
全
即
時
川
述
虫
の
意
を

く
み
と
り
、
お
ー
い
に
交

通
ル
l
b
F
を
守
っ
て
、
事

政
の
な
い
明
る
い
v
町
に
し

た
い
も
の
で
す
。

八
写
真
は
鐙
て
ら
れ
た

交
通
安
全
塔
V

桜
、
線
、
制
な
ど
落
栄
樹
の
拡
を
食
い
荒
ら

し
、
六
い
付
と
八
月
頃
、

紫
に
無
数
の
卵
を

う
み
、
十
M
ぐ
ら
い
で
幼
虫
（
白
い
毛
虫
）

に
な
り
、
最
初
撲
に
糸
を
は
い
て
出
来
を
作

り
、
そ
の
中
に
集
っ
て
い
ま
す
が
、
数
日

す
る
と
分
散
し
て
動
き
出
し
木
全
体
に
広

が
っ
て
艇
を
食
べ
だ
し
ま
す
。

防
除
法
は
、
幼
虫
が
巣
に
い
る
枝
葉
を

切
り
取
っ
て
焼
き
す
て
る
か
足
で
踏
み
つ

ぶ
す
方
法
が
最
も
効
果
的
で
す
。

(5) 

食

料

品

は

か
し
こ
く
即日れ
い

正

し
く
保
存
し
よ
う

。
冷
蔵
庫
は
食
品
の
鮮
度
を
長
持

ち
さ

せ
、
お
い
し
く
た
べ
る
た
め
の
大
切
な

道
具
で
す
。
そ
れ
に
は
、
庫
内
の
温
度

。

が
い
つ
も
叩
C
以
下
に
な
る
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

。
肉
や
魚
は
、
温
度
の
低
い
と
こ
ろ
（
上

の
ほ
う
）
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

肉
、
ハ
ム
、

ソ
ー

セ
ー
ジ
な
ど
は
、
な

る
べ
く
．
ア
ロ
ッ
ク
で
買
い
、
切
口
を・密

閉
し
て
冷
蔵
し
ま
す
。

。
野
菜
は
、
新
聞
紙
で
二
重
に
包
み
、
穴

を
あ
け
た
ボ
リ
袋
に
入
れ
て
冷
蔵
す
る

と
新
鮮
さ
が
よ
く
保
て
ま
す
。

拡
も
の
、
長
ね
ぢ
は
プ
C
以
下
、
ピ
ー

マ
ン
、
き
ゅ
・
コ
り
、
ナ
ス
な
ど
は
刊
f
i

r
eが
適
温
で
す
。

。
し
よ
う
ゆ
や、

み
そ
も
冷
蔵
し
ま
し
ょ

ぅ
。
冷
蔵
す
る
と
番
町
や
味
が
そ
こ
な

わ
れ
ま
せ
ん
。

幼
虫
が
大
き
く
な
り
木
全
体
に
広
が
り

ま
す
と
薬
剤
で
防
除
し
ま
す
。

最
終
は
、

デ
イ
プ
テ
レ
ァ
ク
ス
乳
剤
を
一

O
O
O倍

に
、
水
利
剤
二
0
0
0・
倍
に
う
す
め
て
使

用
し
ま
す
。
ま
た
防
除
機
は
町
に
二
台
設

置
し
貸
し
出
し
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
役

場
産
策
課
へ
連
絡
．
し
て
く
だ
さ
い
。

防
除
は
と
な
り
近
所
あ
る
い
は
町
内
会

ぐ
る
み
で
一
斉
に
防
除
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

p
b
o
O

ヲ。
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青
年
国
内
研
修
旅
行
参
／
加
者
募
集

第225~予 …・ 一一

青
年
を
県
外
に
派
遣
し
、
他
県
の
狩
年

と
女
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
風
俗
、文
化

政
策
等
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
、
あ
わ
せ

て
共
同
生
活
の
山中か
ら
青
年
ね
五
の
友
梢

と
別
舵
を
川休
め
る
た
め
、
朝

u町
教
育
委

員
会
で
は
、
今
年
も
次
の
要
項
で
荷
作
国

内
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
す
。

V
期

日

六
月
六
日
（
木
）

1
六
八
九

日
（
日
）

V
研
修
地

和
歌
山
市
立
市
川
年
の
家

大
阪
市
淡
路
島

V
参
加
者

朝
日
町
在
住
宵
作

V
参
加
費

一
人
六
、

0
0・
υ円

V
参
加
申
込

五
月
十
五
日
（
水
）
ま
で

所
定
川
紙
に
必
袈
取
引
い
記
入

の
う
え
申
込
金
千
円
を
添
え

ひさあ事設広

大
阪
l
初
叡
山
l
淡
路
島

六
月
六
日

t
六
月
九
日

て
朝
日
町
教
育
桑
員
会
へ

曹
三
付

第

一
日

六

け

（

氷

〉

的
発
午
後
九
時
八
分
急
行
「
立
山
3
号
し

に
て
出
発

第
二
日

七
日
（
金
）

大
阪
措
午
前
五
時
二
分
、
午
後
よ
り
和

歌
山
市
立
百
年
の
家
で
研
修
（
刊
年
の

家
泊
）

第
三
日
八
日
（
土
）

午
前
斤
年
の
家
に
て
研
修

午
後
後
路
島
へ
渡
島
探
勝

〈
自
民
宿
舎

「
成
山
荘
」
泊）

第

四

日

九

日

（

日

）

明
石
を
経
て
大
阪
へ
、急
行
「
ホ
山

2
ザ
」

に
て
鳩
町
、泊
駅
着
は
午
後
七
時
七
分

程

人
間
同
志
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
に

昭和32~8月88 
．第3樋郵便物認可

彦lj

「
泥
か
ぶ
ら
」

連

青

で
は
こ
の
ほ
ど
劇
団
新
制
作
照

を
招
致
し
、
当
町
で
摘
劇

「
泥
か
ぶ
ら
」

を
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
か
く
現
在
は
人
閉
そ
外
の
社
会
で
あ

り
、
人
間
と
人
聞
の
つ
な
が
り
が
う
す
く

刀、
品品、

演

務

新

制

作

座

務

ま
た
人
間
を
表
面
だ
け
で
評
価
、
判
断
し

が
ち
で
す
。

「
泥
か
ぶ
ら
」
は
こ
う
い
っ
た
人
間
同

志
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
人
間
の
真
の
美

し
さ
と
は
何
か
を
演
劇
を
通
し
て
問
う
も

の
で
す
。
同
劇
団
は
過
去
二
回
当
町
で
公

演
し
て
い
ま
す
が
、
前
田
敏
賞
さ
れ
た
方

々
も
、

今

一
度
新
し
い
気
持
ち
で
鑑
賞
し

て
く
だ
さ
い
。五

月
十
七
日
〈
金
）

午
後
七
時

t
九
時
三
十
分

場
所
泊
中
学
校
前
常

入
場
料
大

人

千

二
百
円

高
校
生

小
中
学
中

lヨ
I~ 

七
百
問

凹
育
問

主
催朝
日
町
連
合
青
年
間

後
援湖
臼
町
教
育
委
員
会

朝
日
町
迎
合
婦
人
会

朝
日
町
P
T
A
連
絡
協
誠
会

朝
日
町
中
央
公
民
館

朝

日

町

間

工

会

地

区

労

朝

日

ハ
写
真
は
似
か
ぶ
ら
の
一
場
出
V

こ
の
た
び
、
朝
日
町
体
育
協
会
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
四
寸
九
年
度

事
業
計
画
を
つ

g
の
左
お
り
決
定
し
ま
し

た。5
・
ロ
歩
こ
う
会

6
・
9

町
民
ソ
フ
ト
ポ
l

w
大
会

6
・
却
前
後

二
市
一

郡
中
学
駅
伝
競
争

7
・

引

朝
日
岳
登
山

8
・
4

町
民
水
泳
大
会

8
－

m
町
民
野
球
大
会

8
・
お

少
年
野
球
大
会

m－
m
町
民
体
育
大
会

〈雨
天
の
総
合
同

・
計）

オ
リ
エ
ン

テ
l

リ
ン
グ
大
会

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
民
単
球
大
会

町
民
柔
道
大
会

町
民
ス
キ
l
大
会

町
民
排
球
大
会

町
民
篭
球
大
会

昭男携費抑
n
u
o
7
t
 

－
1
4
今

4

・4．・内川
UV

1

1
 

。
12 

円ノ』

・
n
H
JW

3
－

n
 

3

・
n

スポーツで

体力づくりを

事業計画できる

- 49年度 一

第
三
十
三
回

両
越
軟
式

野
琢
大
会
の
戚
績

去
る
四
月
二
十
一
日
、
小
丸
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
、
日
東
紡
J

ク
号
ウ
ン
ド
の
両
会
場

で
行
わ
れ
た
第
三
十
三
回
両
越
軟
式
野
球

大
会
の
成
績
は
次
の
止
お
り
で
す
。

優
勝

オ

l
ア
イ
工
業

次
勝

宇
奈
月
町
役
場

n
o
o
o
a
a
T
 

(6) 

気合と 汗 と
友情を

泊剣道

スポーツ少年団

結成

健
燦
な
じ
身
と
友
情
の
き
ず
な
を
求
め

て
こ
の
ほ
ど
泊
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
少
年
団
は
泊
小

学
校
二
年
か
ら
六
年
ま
で
の
児
叢
二
十
六

名
で
構
成
さ
れ
、
昨
年
か
ら
学
校
体
育
施

設
開
級
事
業
で
実
質
的
な
活
働

を

行
っ

て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
正
式
に
λ

ポ
1

ヴ
少
年
団
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で

↑’
。八

写
山民
は
縦
羽
U
M川
放
〉



昭和49年5月！0日

一
一
若
一一
伐
の

桟

ヘ

一割
一べ労
小正月

－
V

こ
の

「
ふ
る
さ
と
の
家
」
は
、
一

般
家
V

J

一

－J
躍
に
お
願
い
し
て
、
毎
月
あ
る
い
は
、
お
山

古

ト

ヘ
立
や
正
月
に
開
設
し
て
お
り
ま
す
が
、
親
へ

＼

一

V

元
を
限
れ
て
工
場

・
病
院

・
尚
店
な
ど
に

v

r、
ゾ

ん
就
職
し
て
い
る
二
十
五
才
未
満
の
方
で
あ
川

園

”一

川
れ
ば
、
だ
れ
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

B
V

圃

一
・
J

ま

す

。

．

h

vr？
晶

一

・一

大
変
好
評
の
た
め
今
年
度
は
、
さ
ら
に
～

与

・一

九

印

紙

税
の
税
制
が
昭
和
四
十
九
年
五
月

冒
占
J

4

一日
規
模
を
鉱
大
し
て
凶
催
す
る
F

」
と
に

』

市

噸

柿

週

一

二

と

お
り
ま
す
の
で
、
利
用
霊
の
方
、
あ
る
…

i
l
dわ
り
ま
す
。

j

川

M
m
pT
KJよ
い

は

、「
ふ
る
さ
と
の
家
」
指
定
（
委
託
子

に

の
；
改
正
点
は
次
の

と
お
り
で

可

l
i
n
t
－コ
L
i
一日
庭
）
希
望
の
方
は、

電
話
ま
た
は
は
が
き

V
1

J

噌
・
脳
U
E
m
u
aて
一

』
唱
唱

b
r
一L
〈
な
ど
で
、

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
申

山

受
取
替
の
印
紙
税
は
今
ま
で
一
通
に
つ

』
内
1
引正
門
I
」

喝
叶

～
し
込
み
く
だ
さ
い
。
安
定
所
で
は
、
申
し

～
き
二
十
円
で
し
た
が
今
回
の
改
正
で
五

O

b
－

圏

一・
ヤ

，

い
込
み
が
あ
り
次
第
、
く
わ
し
い
こ
と
を
お
山
万
円
を
超
え
る
売
上
代
金
の
受
取
蓄
に
つ

八
写
真
は
勤
労
背
少
年
ホ
1
ム

v

～
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

ル
い
て
は
、
そ
の
受
取
金
制
に
応
じ
て
印
紙

朝
日
町
で
も、

従
川、

折
谷
隆
一
民
宅
一
・
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
利

用

料

「

が
既
に
そ
の
香
託
を
う
け
て
開
設
し
て
お
小
な
お
営
楽
に
閲
し
な
い
も
の
は
従
来
と

O
雄

投

案

内

い

わ

る
り
ま
す
が
大
変
利
用
者
か
ら
喜
ば
れ
て
お
い
同
じ
よ
う
に
印
紙
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

着

工

一

家

い

り

ま
す
。

い
ま
た
受
取
書
の
免
税
点
は
今
ま
で
一

万

昭
和
四
十
八
年
八
月
二
十
九
日
ヘ

〉

ご

申

込

先

～

円

未

満

と

な

っ

て

い

ま

し

た

が

改

正

で

三

干
ん

一（
’

魚

津

公

共

職

業
安
定
所

♂
万
円
未
満
に
上
が
り
ま
し
た
。

完

成

～

〆
U

7
し
ず

什

魚

津

市

本

町

一

丁

目

四

番

三

十
二
号
へ
土
地
売
買
契
約
書
、
請
負
契
約
書
、
手

心

一

一

一
一
一
一
一
一
十
日

…

れ

的

都

口

実

仁

一

喜

一

一一

六

五

…

引

け

れ

ぬ

れ

ね

ば

切

れ

（
広
域
間
負
担
金
、

一二
十
万
＝一
千
円
二

る

者

…

百

貯

金

証

書

、

委

任

状

、

物

品

売

買

契

約

建
物
構
造

川

、

岡

山
番
な
ど
今
ま
で

一
律
二
十
円
だ
っ
た
も
の

鉄
筋
コ
ン

タ
リ
ム

ふ

利

一
の
印
紙
説
額
が
五
十
円
に
な
り
ま
し
た
。

ト
三
階
建
て

ん

白紙

ρ

ま
た
他
の
文
書
の
最
低
税
額
が
二
十
円

延
べ

ご
γ
八
十
小

議

～
だ
っ
た
も
の
も
豆
十
円
に
な
り
ま
し
た
。

千

三

平

方
メ
1

一

利

用

者

ツ

印
紙
税
納
付
計
器
に
よ
る
納
付
印
は
、

の

募

集

（

設

置
者
が
作
成
し
た
文
書
だ
け
で
な
く
、

ト
ペ
体
育
施
設
、
V

委

託

家

庭

い
日
税
務
署
長
の
法
認
を
う
け
た
場
合
に
は
第

娯
楽
施
設
、
集
会

一－

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
親
元
を

い

三

者

が

作

成

た

も

の

で

設

置

者
が
受
取
る

室
、
料
理
室
、
昨日
…
離
れ
て
就
職
し
て
い
る
助
主
H

少
年
に

、

川

文
沓
に
つ
い
て
も
押
す
こ
と
が
で
き
る
よ

楽
室
、
図
書
室
、

ハ
家
庭
の
ふ
ん
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら

う

た

い

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ

の

他

。

〈

め

、

昨

年

か

ら

「
ふ
る
さ
と
の
家
」
を
開

山

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
で
お
た
ず
ね

一
日
設
し
て
お

り

ま

す

。

～

く

だ

さ

い。

て

開
館
時
間

平

日

午

後

O
時
三
十
分

t
午
後
九
時

臼
閥
、
祭
日
午
前
十
時
三
十
分
1
午
後
七
時

二
、
休
館
日

毎
週
火
陥
日
と
祝
祭
日
の
翌
日

年
末
年
始
（
十
二
月
ニ
十
九
日
l
一

月
三
日
）

無

料

ぶ

働

く

青

少

年

の

た

め

に

後

第225号 ・ 4…一

入
普
町
下
飯
野
地
内
の
圏
叡
山
キ
ャ
ン

プ
場
東
側
に
、
昨
年
八
月
か
ら
工
事
に
か

か
っ
て
い
た
広
域
園
事
業
の
勤
労
青
少
年

ホ
l
ム
が
』
」
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
地
域
の
働
く
円
少
年
が

仕
事
を
は
な
れ
て
た
の
し
い
雰
囲
気
の
中

で
明
日
へ
の
勤
労
の
カ
を
縫
い
、
健
康
で

豊
か
な
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。

利
用
者
は
、
新
川
広
域
間
（
魚
裕
市
、

黒
部
市
、
宇
奈
月
町
、
入
善
町
、
朝
日

町〉

内
に
在
住
し、

或
い
は
勤
務
す
る
こ

十
五
才
未
満
の
青
少
年
に
限
ら
れ
、
各
関

係
市
町
の
教
育
委
員
会
で
発
行
す
る
利
用

証
を
窓
口
に
提
出
す
る
仕
組
み
で
、

今
後

の
活
発
な
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
利
用
案
内

ひさ報 ゃ.....あ間取132忽 8月88 ~ 
一一J:r!3!ifl邸便物miJ-・・ -・ ・・・ ・・I.A 
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電
話

〈
写
真
は
ふ
る
さ
と
の
家
で
お
は
ぎ

を
作
る
若
者
連
V

(7) 

税
の
窓
口

印
紙
税
が

変
わ
り
ま
し
た



l羽和H年5月10目

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
、

今
回
次
の

か
た
が
た
か
ら
、
朝
日
町
善
意
銀
行
へ
、

貴
重
な
善
意
を
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

百
万
円
以
上
の
工
事

鰻
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一、

統
合
中
学
校
敷
地
建
備
工
事

工
事
政
五
、

五
O
O千
円

水
路
、
農
道
付
替
延
長
二
八
O
米

工

期

四

月
六
日

i
五
月
五
日

二
、
町
道
大
平
線
災
害
防
除
モ
ル
タ
ル

吹
付
工
事

て

二

五

O
千
円

＝
一
九
米

聞
こ
二
平
方
米

四
月
十
一
日

l
六
月
十
日

第225号

工
事
費

延

長

面

積

工

期

ひさ

危
険
物
取
扱
者
の

試
験
が
行
わ
れ
ま
す

報 …・・・・・ あ

て
試
験
の
種
別

乙
種
四
類
丙
種
危
険
物
取
扱
者

二
、
試
験
の
実
施
日

六
月
十
六
日
（
臼
）

三
、
受
験
願
書
の
受
付
期
間

五
月
七
日

t
五
月
二
十
日

昭和32年8月8日 占

・第3種郵便物認可 一一一一……...・H・－一一一一一 11.>.

受
験
願
療
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
善
意
銀
行

こ
こ
に
停
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
o

e
千

円

也
酋

下

町

小

沢

友

子

殿

障
害
者
福
祉
金
の

一
部
を
、
恵
ま
れ
な

い
人
達
の
た
め
に
と
。

官
百
千
弐
百
五
拾
向
也

東
草
野

佐
渡
由
準
子
殿

佐
渡
美
奈
子
殿

壱
千
八
姶
円
也
本
町
（泊
〉

松

原

隆

義

殿

佐
渡
さ
ん
姉
妹
及
び
経
原
さ
ん
は
、
い

ず
れ
も
小
池
い
を
節
約
し
て
、
臨
ま
れ

な
い
人
述
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
警

察
署
を
通
じ
預
託
さ
れ
た
も
の
。

壱
千
百
五
拾
円
也

荒
川
（泊
）

波
聞
と
き
子
般

社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
給
得
金
に
足
し
て
。

壱

万

円

也
滑

川

市

松

倉

伝

治

殿

朝
日
町
で
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
と
、
そ
の
悠
謝
の
気
持
ち
を
社

会
福
祉
で
と
預
託
さ
れ
た
も
の
。

拾

万

円

也

＝一枚
橋

藤

田

利

一

殿

逝
く
な
ら
れ
た
尊
文
利
＝
一き
ん
の
供
養

の
た
め
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の
。

弐
拾
万
円
也栄
町
（泊
）

杉

田

清

作

殿

逝
く
な
ら
れ
た
奥
さ
ん
の
禎
子
き
ん
の

供
養
の
た
め
、
香
典
返
し
の

一
部
を
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
と
（
禎
子
さ
ん
は

元
民
生
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
）

弐
予
八
百
円
也

犬
家
庄
小
学
校

昭
和
田
十
九
年
卒
業
生
一
同
殿

卒
業
積
立
金
の
利
子
等
を
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
役
立
て
た
い
と
、
本
年
三
月

大
家
庄
小
学
校
を
等
策
さ
れ
た
一

同
か

ら
預
託
さ
れ
た
も
の
（
代
表
広
川
護
浩
）

（
昭
和
四
十
九
年
四
月
十
五
日
現
在
〉

（お
す
こ
や
か
に
）

O
道

下

上

原

盤

長

男

O
平

柳

金

山

在

俊

民

男

O
東

草

野

長

弁

光

夫

長
女

O
山

崎

九
里
俊
彦
長
女

O
泊

岩

井

正

美

長

女

O
蛭

谷

谷

口

紀

昭

長

男

O
隣

水

広

川

正

係

長

男

O
荒

川

篠

沢

久

男

長

男

O
下
山
新
能
沢
康
問

長
女

O
平

柳

内

山

日

允

長

女

O
平

柳

折

谷

勝

巳

長

女

O
笹

川

長
井
正
絞
二
男

O
道

下

岩
井

勇

長

女

O
赤

川
佐
渡
喜
久
克
長
女

O
簡

保

菩

田
和
夫

二
女

O
泊

四

杉

正

伸

二

女

O
笹

山

田

聖

隆

長

女

O
沼

魚

津

勝

夫

妥

男

O
山

崎

滑
川
市

O
蛭

谷

入
善
町

O
蛭

谷
入
善
町

O
殿

町

南

保
保川

（お
し
あ
わ
せ
に
）

九
里
士
口
栄

英

字

英

子

北
山
久
美
男

木

村

澄

恵

中

山

博

文

斉
藤
ゆ
み
子

道

島

博

長
谷
た
け
子

紋兵朋循知美慎い智淑祐正英
つ

芳美子歩恵晴吾 み恵子 一憲樹 希美美失ー

英一幸

O
笹

川

高
岡
市

O
道

下
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